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はじめに 

 
⽮上⾼校と地域の未来に向かって 

島根県⽴⽮上⾼等学校 校⻑ 志波英樹 
 70 有余年の歴史と伝統をもつ⽮上⾼等学校は、創⽴時に住⺠みずからが協⼒して校舎建設に参加した
というエピソードが物語るように、地域から格別の愛着と期待を受けながら、地域とともに歩んできた
学校です。これまでも、授業、部活動、学校⾏事から環境整備に⾄るまで、あらゆる部分で⾢南町ならび
に地域の⽅々からの⼿厚い⽀援を受けながら、教育活動を展開してきました。 
 平成 23 年度から島根県の⾼校魅⼒化事業が始まると、地域との協働体制はさらに強固なものになって
いきます。平成 27 年度には“ふるさとを思い地域をつくる⼈づくり”を基本理念とする「⽮上⾼校将来ビ
ジョン」を策定して、⾢南町の未来を⽀える地域⼈材の育成に取り組んできました。令和２年度には、「第
２期⽮上⾼校将来ビジョン」を策定するとともに、「⽮上⾼校と地域の未来をつくる会（コンソーシアム）」
を⽴ち上げ、新たなスタートを切ったところです。 
 そのような中、⽂部科学省が「⾼等学校が⾃治体、⾼等教育機関、産業界等と協働してコンソーシアム
を構築し、地域課題の解決等の探究的な学びを実現する」ことを⽬的とした「地域との協働による教育改
⾰推進事業」を開始しました。令和２年度から３年間、この事業（地域魅⼒化型）の指定を受けることが
できたことは、従来からの地域連携を⼟台としながら新たな協働体制の構築をめざしていた本校の動き
と時宜にかない、マッチングしたものになったのではないかと考えます。 
 「第２期⽮上⾼校将来ビジョン」では、基本⽅針の中に「地域との連携による教育活動の推進」、「学⼒・
社会⼒・⼈間⼒の情勢とふるさとの未来を担う⼈材の育成」を掲げることにより、地域と密着して教育活
動を展開していきながら、地域の未来を⽀える⼈材を輩出していくという⽅向性を明確に打ち出しまし
た。またコンソーシアムには、地元⾃治体として⾢南町と⾢南町教育委員会、⾼等教育機関として島根⼤
学と島根県⽴⼤学、産業界から⾢南町商⼯会、⾢南町進出企業会、JA しまね島根おおち地区本部、医療
法⼈徳祐会、公⽴⾢智病院など、地元経済を⽀える多彩な団体に参画していただきました。 
 「おおなん協育プロジェクト〜⾢南町総がかり！協働で育む“協育”カリキュラムの開発〜」と銘打った
本事業は、「総合的な探究の時間」、学校設定教科「起業探究」、教科横断型カリキュラムの開発を軸とし
ながら、地域課題解決型学習を推進していくプログラムとなっています。これらの取組を、第２期ビジョ
ンに⽰す活動内容やコンソーシアム構成団体との関係性を意識しながら、体系的に進めていくことが、
何よりも肝要であると考えています。 
 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症流⾏により、地域に出かけて⾏う活動が予定通りにできな
かったり、成果発表の場を兼ねた⽴命館⼤学への研修旅⾏を中⽌したりといった影響が出ました。その
ような困難な状況にあっても、初年度にあたる⽣徒たちは、私たちの予想を超えて活発に活動してくれ
ました。初めての試みとして実施した普通科と産業技術科の課題研究合同発表会も、これからの両科の
協奏に向けた可能性を⼤いに感じさせてくれるものでした。今後⽣徒たちがどのような成⻑をみせてく
れるのか、とても楽しみです。 
 最後になりますが、本年度の活動にあたり、関係の皆様のご⽀援ご協⼒に⼼より感謝いたします。引き
続き、⽮上⾼校と地域の未来に向けて取組を充実させていく所存ですので、これからもご指導ご助⾔を
賜りますようお願い申し上げます。 
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本事業の概要 

 
（１）研究開発概要 
“おおなん協育プロジェクト〜⾢南町総がかり！協働で育む“協育”カリキュラムの開発〜“ 
本校普通科において，地域人材を育成するためには，地域に飛び込み，地域住民と関わる中で課題を見

つけ，多様な人々と協働し，教科や地域の歴史や文化といった様々な知恵を結集させ，課題解決を実践す

るカリキュラムを作ることが重要である。「邑南町住民や行政」「本校産業技術科」「大学等専門機関」

との協働による教育（協育と呼ぶ）を図り，普通科の生徒が自ら問いを立て，本校独自の地域探究ができ

るようにする。これら３つの協育による教材を，Ⅰ「普通科の総合的な探究の時間の再構築」やⅡ「教科

横断カリキュラムの整備」，Ⅲ「学校設定教科『起業探究』の設置等」に合わせたものとして作成し，検

証・普及させることで，邑南町及び本校独自の地域課題解決型学習モデルを築き，邑南町総がかりで地域

人材の育成を図る。 

 
（２）⽬的・⽬標 

本校のある⾢南町は，中国⼭地の⼭間にある約 1万⼈の町である。⾼齢化率は 43％を超え，2040 年
消滅可能性都市に挙げられている。本校は⾢南町唯⼀の⾼校として，これまでも地域を⽀える多くの⼈
材を育成してきたが，町の⼈⼝減や⾼齢化が進む中で，地域を⽀えるだけでなく，地域の未来を担う⼈
材の育成がさらに求められている。そこで，⾢南町⺠・⾏政，本校産業技術科・⼤学等専⾨機関と協働
し，総合的な探究の時間の再構築，教科横断型プログラムや学校設定教科の設置など，地域と⽣徒が協
働で課題解決できるよう普通科のカリキュラムを整備し，地域の未来を担う⼈材を輩出することを本構
想の⽬的とする。 
 
（３）育みたい地域⼈材像 「ふるさとを思い 地域の未来をつくる⼈」 

育みたい地域⼈材は、「ふるさとを思い 地域の未来をつくる⼈」である。⾢南町で就職や起業する
ことによって、地域の発展に貢献する⼈であり、⾢南町外にいてもふるさとへの愛着を忘れず、関係⼈
⼝として地域を⽀える⼈であり、そのどちらも⾢南町を持続可能な町として、未来を作っていく⼈であ
る。 
《資質・能⼒》は次のとおりである。 
１：⽬標達成や課題解決の基盤となる学⼒や技能 
２：地域の魅⼒や課題を発⾒し、⽬標達成や課題解決⽅法を探究する⼒ 
３：主体的かつ他者と協働する⼒ 

 
（４）取組内容 
 ①総合的な探究の時間の再構築 
 ②教科横断カリキュラムの整備 
 ③学校設定教科「起業探究」の設置 
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Ⅰ：総合的な探究の時間の再構築 

 
１．普通科「総合的な探究の時間」基本情報 

・単位：１単位（年間 35 時間）＊３学年（1 年⽣：60名、２年⽣：42名、３年⽣：58 名） 
・実施：⽉曜⽇７時間⽬（15:20〜16:10） 
・担当：クラス担任 ／ 企画：魅⼒化推進センター 

 
２．総合的な探究の時間の構成 
 本校普通科の「総合的な探究の時間」は、⾃⾝の進路を考え、決定する「進路探究」と、地域の課題や
魅⼒を発⾒し、課題解決を⾏う「地域探究」の２つの側⾯を持っている。今後は進路探究と地域探究の融
合が課題となるが、今年度は、昨年度までの内容を踏襲しつつ、内容の再構築を図った。 
 
（１）３年間の流れ（計画段階） 
 本校⽣徒が、３年卒業段階で、「ふるさとを思い、地域の未来をつくる⼈」として成⻑するため、１年
次の⽬標を「地域と⾃⾝を知る」、２年次の⽬標を「地域課題解決を図る」、３年次の⽬標を「地域と⾃⾝
の未来を考える」とした。 
 １年⽬は、３学期にコース選択（2 年次、３年次は「総合コース」、「探究コース」に分かれるため）が
あり、納得のいくコース選択を図るために、⾃⾝の将来（少なくとも卒業時の状態について）を考え、決
定しておく必要がある。そこで、１学期は、進路探究や地域での探究、どちらにおいても必要となる基礎
的なスキルを習得することを⽬標とし、問いの⽴て⽅や思考ツールの紹介、また教科横断するテーマを
扱うことで、探究スキルの活⽤の場⾯を作った。２学期は、⼤学⾒学訪問等の時期にも当てはまるため、
⾃⾝の進路哲学を⽴てることを⽬標におき、進路に関係するさまざまな視点（⼈⽣ 100 年時代、お⾦に
ついて、労働問題等）を、探究スキルを使って考え、さらに地域の⼤⼈たちや卒業⽣の声を聞く機会、イ
ンターンシップなどを計画した。３学期は２年次に地域探究を⾏うことを前提に、課題解決を図る計画
とした。 
 ２年⽬は、コース問わず、全員が地域探究を⾏う。１学期にフィールドワークや地域の⽅々と関わり、
課題の発⾒や魅⼒の再発⾒をし、それらを⽣かして地域での課題解決実践を⾏う。途中、⽴命館⼤学⾷マ
ネジメント学部での研修旅⾏にて中間発表を⾏い、他視点からのフィードバックをさらに⽣かす。１〜
２学期にかけて⾏なった研究実践を、12 ⽉には普通科１年、２年を対象とした「課題解決型学習発表会」、
1 ⽉には普通科・産業技術科の１〜３年を対象（ただし、⼤学⼊試受験⽣は除く）とした「未来フォーラ
ム」、２⽉には⾢南町内の⼩学校、中学校、養護学校、町⺠を対象に学習発表を⾏う「おおなんドリーム
学びのつどい」にて、研究内容を発表する機会を設けている。３学期には地域探究での学びを振り返り、
⾃⾝の進路探究へ⽣かす。 
 ３年⽬は、進路探究をより深め、地域探究や２年間の実績を、⾃⼰PRや志望動機等へ⽣かす機会を設
けている。２学期では教員と⽣徒によるの機会を設け、進路を深く掘り下げていき、３学期以降は、⾢南
町からの「はばたき講座」として、⾢南町の公⺠館と連携し、U・Iターンした若者との対話の場を設け、
⾢南町の未来を作る⼈材とは何かを探究する機会とする。 
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（２）新型コロナウイルス感染症の影響 
 （１）のような計画を⽴案していたが、新型コロナウイルス感染症蔓延により、計画の変更を余儀なく
された。特に、企画のねらいを考慮し、他の計画や学習進度を踏まえ、中⽌や代替可能であれば代替⾏な
った。具体的には、以下のような対策を講じた。 

学年 変更前 変更後 

１学年 

○フィールドワーク 5 ⽉に⾏政へのフィールドワークに予定していたが、休校期間と
なったことで中⽌となった。 

○インターンシップ 10 ⽉にインターンシップ（病院や⾼齢者福祉施設などを想定）を
検討していたが、受け⼊れが難しいと判断。そこで、インターン
シップを中⽌し、地域や地域外の⼤⼈からその⼈の⽣き⽅を教え
てもらう場を設けることにした。 

２学年 

○フィールドワーク ７⽉にバスに乗⾞し、地域の⼤⼈たちと関わる機会を設ける予定
だったが、⾼校⽣が⻑時間バスに乗り続けることや感染拡⼤のリ
スクを考慮し、地域の⼤⼈たちに来校いただく／オンラインで話
していただく機会へ変更した。 

○研修旅⾏ 11 ⽉に実施予定だったが、バスの移動や宿泊を伴うことでのリス
クを考慮し、中⽌となった。その代わり、オンラインでオープン
キャンパスを企画する、中間発表を⾏うなどを⾏なった。 

１、２年 

＊＊＊ 休校に⼊る前、「新型コロナウイルス感染症」をもとに、感染経路
やインターネットやニュースなどで⽰される情報の正否について
考える機会を作った。また、課題解決として、新型コロナウイル
ス感染症蔓延対策のためのTシャツデザインを休校期間の課題と
し、その後最優秀デザインを決定。最優秀デザインの Tシャツは
町内アパレル店にて限定 100 着販売を⾏い、売り上げは全て町内
の社会福祉協議会へ寄付した。 

３学年 
○地域の⽅々への 
プレゼンの場 

7 ⽉に作った⾃⼰ PR や志望動機を地域の⽅々にプレゼンする機
会を予定していたが、⻑時間に⼤⼈数の⽣徒が地域に出ることの
リスクを考慮し、中⽌とした。 

 
中⽌や変更だけではなく、新型コロナウイルス感

染症⾃体を教材と捉え、予定にはなかったが休校期
間中の課題として、「新型コロナウイルス感染症蔓延
対策 Tシャツを考える」というものとし、課題解決
について考える機会を作った（右写真）。 
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（３）実施状況 
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・総合的な探究の時間（１年） 

１．１学期の取組 
（１）流れ 
予定していたフィールドワークなどは中⽌し、校内でできる探究スキルの習得を企画⽴案した。「考

える」ことを考える、というテーマで、「問いを⽴てる」「問いの優先順位をつける」「優先順位に従っ
て、問いを解消する（調べる）」というプロセスを丁寧に⾏なった。この他、教科横断型の授業を実践
（後述：「未来の⾷卓を考えよう！」）する他、初めての期末試験（新型コロナウイルス感染症によっ
て、中間試験が実施できなかった）のための計画⽴案などをおこなった。 
 
（２）教材（ワークシート） 
・課題：課題解決の“術”を体得し、新型コロナウイルス感染症を抑えよ！ 

 

《備考》 
事前授業（LHR）として、普通
科／産業技術科含む、全てのク
ラスで、新型コロナウイルス感
染症の正式名称や感染経路、注
意事項などを伝達（町内医療関
係者及び保健部と連携し内容を
精査）。 
本課題は、普通科１年⽣、2 年
⽣が実施。 
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・授業１：総合的な探究の時間ガイダンス〜「考える」を考える〜 

 

《備考》 
休校が明けて、本格的に総合的
な探究の時間を実施。新型コロ
ナウイルス感染症対策のよう
に、正解がない問いに対して何
をするのかという問いを⽴て、
「考えること」その中でも「問
いを⽴てること」の重要性を考
えてもらった 

 
 
・授業２：さまざまな視点から「問い」を⽴てよう！ 

 

《備考》 
考える視点を増やすため、フ
レーム（思考ツール：質問・
疑問マトリックス）を使い、
新たな問いの視点を獲得する
ことを⽬的とした。 
また、QFT（question 
formulation technique）での
オープンな質問をクローズド
な質問を作る過程は⾏わず、
優先順位をつけるプロセスを
取り⼊れた。 
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・授業３：プチ探究をしよう！〜KWLで考える〜 

 

《備考》 
⾃ら⽴てた問いをただ調べる
のではなく、知っていること
やわかったことなどを整理す
るため、思考ツール：KWL 
を⽤い、図書館にて調査を⾏
なった。 
 

 
 
２．２学期の取組 
（１）流れ 
普通科１年⽣ 60名が町内に出向き、密状態を作ることを⾃粛し、インターンシップを断念した。そ

の代わり、労働の光と影として、夢追い型のキャリア教育（⾢南町では、平成 29 年度より中学 3 年⽣
と⾼校 1 年⽣が中⾼合同で、法政⼤学キャリアデザイン学部の児美川孝⼀郎⽒による講演会を聞き、
「夢追い型」ではないキャリアについて考える機会を設けている）ではなく、労働問題や⼈⽣ 100 年時
代（65歳からのライフプランなど）もテーマとして扱い、「進路＝どのような仕事をしたいか」となら
ない⼯夫をとった。さらに、「⼗⼈⼗⾊の⽣き⽅講座」を４回実施し、各回で地域の⽅や卒業⽣等に話
していただく（合計、13名）ことで、「地域で暮らす意味」や「⼈⽣⼭あり⾕あり」といった、⾃分の
⼈⽣を考えるきっかけとした。この他、⾢南町の産業についての説明（⾢南町役場商⼯観光課プレゼ
ン）、進路に関係する教科横断型の授業を実践（後述：「現代版アリとキリギリスロールプレイ」）する
他、２年⽣が⾏なった「地域課題解決型学習発表会」にて審査を⾏なった。 
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（２）教材（ワークシート） 
・授業４：「進路を考える」を考える 

 

《備考》 
そもそも進路を考えるとは、ど
のように考えることかについて
可視化した。 
 
参考資料として、「しあわせに
働ける社会へ」（岩波ジュニア
新書）⽵信三恵⼦（2012 年）
を抜粋し、夢が叶わなかった場
合についてをイメージさせた。 

 
 
・授業５：お⾦と⼈⽣と⾃分の関係を考えよう〜幸せな⽣き⽅とは？〜 

 

《備考》 
⾃分が幸せに⽣きていくため
には、お⾦はどのくらい必要
なのかに直視させ、理想の 24
時間を想像することで、進路
を考える上での、⾃分の⽬的
（何のために働くのか）につ
いて考える機会を持った。 
 
参考資料として、東洋経済オ
ンライン（2020 年 1 ⽉ 4 ⽇）
より、声優の経済事情につい
てのインタビュー記事を提⽰
している。 
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・授業６：⼈⽣ 100 年時代を考える〜⼈⽣は、9回裏まである〜 

 

《備考》 
「⼈⽣ 100 年時代」を聞いた
ことがあるが、100歳の⾃分に
ついて考えたことがない⽣徒
がほとんどである。そこで、
100 年を野球でいう 9回裏まで
あると考え、65歳引退後から
の⼈⽣について考えるきっか
けを与えた。 
参考資料として、「⾥⼭資本主
義⽇本経済は「安⼼の原理」
で動く」藻⾕浩介・NHK広島
取材班著、⾓川 one テーマ 21
（2013 年）を提⽰した 

「⼈⽣は 9回裏まである」という考え⽅は、⾥⼭資本主義著者の藻⾕浩介⽒による講演を参考にした。 
藻⾕⽒は、⾢南町のアドバイザーでもあり、教材化についても了承を得ている。 
 
 
・授業７〜11：⼗⼈⼗⾊の⼤⼈たちによる⽣き⽅講座 

 

《備考》 
進路は決してどんな職業につき
たいかを考えるだけではないと
いう状態で、「では、⼤⼈たち
はどのように考えているのか」
という疑問に答えるべく、４回
合計８⼈（各回で 2⼈の⼤⼈
の話を聞く）から⼈⽣について
教えてもらう機会を作った。 
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・スライド 講師に⽤意いただいたスライドは、次の３枚のスライドで統⼀させた 

   
 
・講師 

⽇付 話者の所属等 
11 ⽉ 9 ⽇（⽉） 地域団体所属者、⾼校野球監督（元プロ野球選⼿）、地域建設業者 
11 ⽉ 16⽇（⽉） お笑い芸⼈、ドックトレーナー、看護師／⼤学教員（関⻄圏） 
12 ⽉ 7 ⽇（⽉） 公務員（⾢南町役場）、病院看護師、アーティスト専⾨鍼灸師 
12 ⽉ 14 ⽇（⽉） 国際ボランティア団体（２名）、飲⾷店店⻑、作業療法⼠、養護学校校⻑ 

合計 14名 
 

  

  
 
 
 
  

写真

肩書き

名前

今⾏っている
仕事の内容

（複数ある場合は、複数）

NOW

＋１００

−１００

!
"
#
$
%

より良い⼈⽣を送るために必要なもの
＝私の構成要素

名前

マインドマップ
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３．３学期の取組 
（１）流れ 

３学期は、２年⽣への助⾛としての位置づけではあるが、新型コロナウイルス感染症の関係で、今年
度も卒業式で在校⽣が出席できないことが判明した。卒業式という学校⾏事の教育的価値が損なわれる
と判断し、総合的な探究の時間を活⽤し、卒業式に出席できなくても送別するための取組（YELLプロ
ジェクト）を考え、2 年⽣や産業技術科を巻き込み、実⾏した。その過程で、課題解決に必要な視点を
獲得してもらい、次年度へ⽣かす。 
 
（２）教材（ワークシート） 
・授業 12：探究チュートリアル 〜３年⽣へ送ろう、YELLプロジェクト〜 

 

《備考》 
探究学習のチュートリアルとし
て、「あるべき理想の姿」「現
状」「課題」を設定し、その解
決策として YELLプロジェクト
があることを意識させた。ま
た、プロジェクトの実⾏の時に
は、「WILL（やりたいこと）」
「CAN（やれること）」「MUST
（やるべきこと）」の３つの重
複する部分を選択することも伝
えている。 

 
・授業 13：ふりかえり 

 

《備考》 
「１年間のふりかえり」では、
「⼗⼈⼗⾊の⽣き⽅講座」にお
いて、講師がプレゼンした「⼈
⽣のエネルギーマップ」を参考
にしている。１年間で⾃分のモ
チベーションが上がった／下が
った原因をふりかえり、⾃分の
価値観を再確認、次年度チャレ
ンジしたいことを考える内容に
している。 
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・総合的な探究の時間（２年） 

１．年間の取組 
（１）流れ 

2 年次は、６⽉から 12 ⽉までの５ヶ⽉を通じて地域課題解決型学習を実施した。新型コロナウイルス
感染症の蔓延によって、予定していたフィールドワークや地域住⺠との協働は⾏えなかったものの、オ
ンラインでの対応や少⼈数での実施など、⾃らが⾏動し変⾰を起こすチームが出てきた。 
 
（２）教材（ワークシート） 
・授業１：Withコロナ、Afterコロナの時代の地域課題解決とは？ 

 

《備考》 
①地域型②SDGs型③産業技術
科連携型の３つの中からチーム
で選択する⽅法をとった。地域
型の参考として、⾢南町地域み
らい課が実施している「地区別
戦略事業」の報告書をもとに、
興味があることを列挙してもら
った。SDGs型は、令和元年度
に実施した探究学習の引き継ぎ
として設定した。また、学科横
断のプロジェクトも良いとし
て、⾢南野菜の取組や⽯⾒和⽜
の取組を紹介した。 

 

 

＊裏⾯には、昨年度の内容を紹
介している 
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・授業２：⾃分たちが取り組むテーマを決めよう 

 

《備考》 
各チームが取り組んでみたいこ
とを紹介し、改めてどのテーマ
に取り組みたいかを決めた。ま
た、地域からの声や校内での声
を「Information」として掲載す
ることで、より実現可能性が⾼
まるのではないかと考えた。 

 

 

裏⾯には、各チームが列挙した
やってみたいことを載せてい
る。 
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・授業３：地域の⽅々から話を聞こう！ 

 

《備考》 
本来はフィールドワークを実施
し、地域の情報を知る機会だっ
たが、前述の通り、オンライン
や来校いただく形でインタビュ
ーを⾏なった。また、近隣の公
⺠館も使⽤し、三密を避けなが
ら、情報獲得を⾏なった。 

 
 
・授業４：地域の⽅々から聞いた情報を整理し、何をするか考えよう！ 

 

《備考》 
前授業で獲得した情報をもと
に、改めてプロジェクトのゴー
ルを決めてもらい、準備として
何ができるかを考えてもらっ
た。特に、夏休みの計画につい
て話し合って決めてもらった。 
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・授業５：企画書（修正案）を作ろう！ 

 

《備考》 
情報を整理し、⼀枚企画書を作
成した。現状やゴール、課題解
決のためのアクション、そのた
めの準備などを考えてもらっ
た。 
この企画書をもとに、⽴命館⼤
学の⼤学⽣や教授からフィード
バックをもらった。 

 
 
・授業６：再確認！プロジェクトの重要ポイント！ 

 

《備考》 
中間考査を経て、プロジェクト
の現状を把握するため、今後の
流れやスケジュール確認を⾏な
っている。 
 
この後は、各チームの進捗具合
によって⼟⽇に地域で実践す
る、地域に出向き再度インタビ
ューや動画撮影を⾏うチームが
いた。 

 
  



 - 21 - 

・その他資料：総合的な探究の時間 発表様式について 

 

 

 
・その他資料：課題解決型学習発表会 評価シート 

 
 

産業技術科の「課題研究発表会」や「農業クラブ発表会」で⽤いられる評価と同じ形式である。 
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・その他資料：フィールドワーク時のワークシート 

 

 

 
・授業７：１年間のふりかえり〜やってきたことを整理しよう〜 

 

《備考》 
ふりかえりは、５W１Hに従っ
て事実を振り返り、⾃⾝の成⻑
を図るため「意思・役割・能
⼒」の３つの視点から、それぞ
れ振り返った。 
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裏⾯には、総合型選抜にて、探
究学習の内容が問われているこ
とを⽰し、振り返りの重要性を
伝えている。 
 

＊Google Classroomを活⽤し、ふりかえりやスライド作成を⾏なった。 
 
（３）⽣徒の発表内容（スライド） 
○研究名：出⽻の魅⼒を再発⾒するために 
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○研究名：おいでよ⾹⽊の森公園 
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○研究名：洗⼼庭を魅⼒的にしよう 
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○研究名：バリアフリーを⽬指して 
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○研究名：本来の⾃然を取り戻そう 

    

    

    

 

   

 
○研究名：空き家を使って物々交換！ 
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○研究名：⽇貫×⾢南ドリームプロジェクト 
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○研究名：恩⾷万命〜フードロス削減への第１歩〜 
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・総合的な学習の時間（３年） 

１．年間の取組 
（１）流れ 

３年次は、６⽉から⾃⾝の進路の実現のための「内省」を重視している。各コース、各⼈の希望によ
って⼊試や試験のタイミングが異なるため、１学期は共通のワークシートを⽤い、⼩論⽂の書き⽅につ
いての講義が⾏われた。２学期以降は専⽤のワークブック（河合塾『学びみらい PASS』を利⽤）をも
とに、各⾃の進路実現に向けた取組を⾏なった。また、1 ⽉以降は、⾢南町の公⺠館と連携し、町内の
U・Iターン者との対話の時間や⼀⼈暮らしの⾷事、犯罪についての注意喚起などを図っている。 
 
（２）教材（ワークシート） 
・授業１：志望動機を作ろう 

 

《備考》 
⾯接で問われる質問を想定し、
何を調べておくべきか、何を考
えておくべきかを、⾃分で考え
ることができるように設計して
いる。 
 

・授業２：ポートフォリオを使って、⾃分を客観視しよう！ 

 

《備考》 
総合的な探究の時間で取り組ん
だ事をふりかえり、何を学んだ
か、何ができるようになったの
かを整理した。また、「意思・
役割・能⼒」でふりかえる際、
他社のワークブックを⽤いて、
リテラシーやコンピテンシーの
理解を深めた。 
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・授業３：ポートフォリオと志望動機をつなげる！ 

 

《備考》 
⾃分の希望する職種や職業を考
え、その「意思・役割・能⼒」
を整理し、⾃分の「意思・役
割・能⼒」との整理を⾏なっ
た。 

 
（裏⾯） 

 

《備考》 
授業時間外に振り返りができる
よう、裏⾯には、具体的な例を
⽰し、どのように考えるかをわ
かるようにしている。 

 
 
  



 - 33 - 

・授業４：ポートフォリオと志望動機をつなげる！ 

 

《備考》 
期末考査直前ということもあ
り、時間管理を意識するワーク
を実施。予定の横に実際の時間
を書き込む事で、結果と原因を
振り返るきっかけとした。 
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Ⅱ：教科横断型カリキュラムの開発 

 
１．教科横断型カリキュラム 
 本校での教科横断型カリキュラムは、教員の「同じテーマについて、別の教科でも扱うことがある」と
いう声をもとに検討が⾏われた。実際、社会問題は多様な理由が複雑に絡み合っており、多様な主体の参
加が必要となる。そこで、⽣徒⾃⾝が⼀つのテーマを様々な視点から考える⼒を⾝につけてもらうため、
⼀つのテーマとそれに関わる教科で横断する形式をとった。ただし、今年度は年度途中での調整であっ
たため、予定を調整することができず、２種類のプログラムの策定にとどまっている。 
 また、教科同⼠の繋がりだけでなく、探究学習と教科学習の横断も重要であり、今年度は、地域の企業
の出張授業にて教科と探究の横断、さらには学年をまたぐ取組を実施した。 
 
２．プログラム策定までの流れ 
①教科ごとの単元と予定の確認 
家庭／保健体育／⽣物／公⺠／ビジネス
基礎／総合的な探究の時間／農業（産業技
術科）という、現実社会について考える機
会の多い教科に焦点を当て、「単元名、内
容、困っていること」を担当教員に挙げて
いただいた。 
 
 

 
教員に挙げてもらった資料をもとに、 
各⽉と教科単元ごとに⼀覧に作成した。 
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②検討会議を実施 

 

関連性が⾼い教科で教科書及び予定表を持ち寄
り、どの単元で、いつ、どのような内容で「教科横
断した授業」ができるかを話し合った。 
 
 
（左写真） 
「現代社会」や「保健体育」の教科書を⾒ながら、
同じ分野があることに気づく 

 
 

令和２年度に開発した教科横断型プログラム 

１．教科同⼠を横断するプログラム 
今年度は、教科同⼠の横断では２つのプログラム、教科と探究の横断として１つのプログラムを作成し
た。上記の検討会議にて「⾷」「福祉」「⽣命倫理」などのテーマが出てきたため、実施⽇程を調整した。 
 
■授業１：「未来の⾷卓を考えよう！」 

・実施教員：保健体育科教員 
・実施教科：総合的な探究の時間（１時間） 
・対  象：普通科１年１組（３０名）、1 年２組（３０名） 
・実施⽇時：令和２年７⽉ 16⽇（⽊） 
・横断教科：家庭「調理実習」／保健「健康的な⾷⽣活」／⽣物「タンパク質」／公⺠「需要と供給」 
・教材：＜家庭×保健×⽣物×公⺠＞未来の⾷卓を考えよう！ 

 

「未来の⾷卓」として、2050 年に
起きると⾔われている⾷糧危機（タ
ンパク質危機）をテーマに各教科の
視点から分析した。 
様々な情報が必要となるため、「知
識構成型ジグソー法」を⽤いて、エ
キスパート資料が各教科の内容を
反映するものとした。 
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■授業２：「現代版『アリとキリギリス』ロールプレイ〜労働問題と社会の関係〜」 

・実施教員：家庭科教員／ゲスト講師：⾢南町社会福祉協議会 
・実施教科：総合的な探究の時間（１時間） 
・対  象：普通科１年１組（３０名）、1 年２組（３０名） 
・実施⽇時：令和２年 11 ⽉２⽇（⽉） 
・横断教科：総合的な探究の時間「進路哲学を持つ」／家庭「共に⽣きる（社会保障の考え⽅）」 

／保健「働くことと健康」／公⺠「現代の雇⽤・労働問題」 
・教材：現代版『アリとキリギリス』ロールプレイ〜労働問題と社会の関係〜 

 

総合的な探究の時間で、「進路哲学を持つ」ための
授業の⼀つとして、労働問題を取り⼊れた。⻑い⼈
⽣の中で、⾃分⾃⾝が「⽣きづらさ」を感じてしま
うこともあると想定し、童話「アリとキリギリス」
をもとに教材を作成。 
⽣きづらさを感じた時のための社会保障の説明
や、現代の労働問題の説明として、⾢南町社会福祉
協議会に来てもらい、ゲスト講師として解説して
もらった。 
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（左図）オリジナル開発したカード教材。 
それぞれ、「過労死・ブラック企業」「⾮正規雇⽤・
ホームレス」「⾼齢者・障がい者」「8050問題・孤
⽴死」といった社会問題になりうる設定を付与し、
⽣徒はその役になりきって考える。 

 

  

  
 

２．教科と探究を横断するプログラム 
運営指導員会やカリキュラム開発等専⾨家との協議の中で、「探究と教科のリンクができていない」との
指摘を受け、年度途中ではあるが、探究学習の導⼊となる教科の授業を実施した。 
 
■授業：「住環境をつくることは、地域をつくること」 

・実施教員：家庭科教員／ゲスト講師：⽯⾒⼯業株式会社 
・実施教科：家庭科（１時間） 
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・対  象：普通科１年１組（３０名）、1 年２組（３０名）、１年３組（３３名） 
・実施⽇時：令和３年３⽉ 18⽇（⽊） 
・教材： 住環境をつくることは、地域をつくること 

 

１時間⽬は、ワンルームの間取りを
考える実物教材をもとに、松江市に
あるマンションという設定で、部屋
箇所や間取りを考えた。 
また、すでに学んでいる快適に⽣活
するために必要な視点を振り返るこ
とで、教科の学習と⽇常⽣活をつな
げて考える視点を持つことをねらい
とした。 

 

２時間⽬は、住まいを決めることは、
地域の⼀員になるという観点から、
どのような地域に住みたいと思うの
か、また⾢南町をどうしたら住みや
すい環境になるのかを話し合った。 
⽯⾒⼯業株式会社からは、「匠の⽬」
としてどのように地域を分析するの
か、地域の企業として、⾢南町を住
みやすい環境にするために何をして
いるのかを紹介してもらった。 
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Ⅲ：学校設定教科「起業探究」の設置 

１．学校設定教科「起業探究」 
 本校普通科では、選択教科で商業科の「ビジネス基礎」等を実施していたが、選択者がより探究的かつ、
即戦⼒として活躍できる資質・能⼒の向上を図るため、新たに学校設定教科「起業探究」を設置すること
にした。学校設定教科にすることで、起業ノウハウや知⾒の蓄積のみならず、総合的な探究の時間の内容
の充実や担当教員の拡充などを期待できる。 
 
２．カリキュラム策定までの流れ 
 本年度の授業実施はないため、教材作成を⾏なった。他校で⾏われている起業家教育を参考にしなが
ら、「本校ならでは」「⾢南町ならでは」の視点を加え、オリジナル教材を作成した。 
 
①コンセプトの原案作成 

魅⼒化推進センターにて、コンセプトの原案を作成。⾢南町での起業として、「地域住⺠らで作る」
「飲⾷店」「農業」といった特徴が上がった。 
 
②「起業探究」ワーキンググループ 

 

⾢南町商⼯観光課、地域団体とともに、「⾢南町な
らでは」「⽮上⾼校ならでは」の内容を検討。 
 
⼈⼝減少などの町の課題について取り上げてもら
いたい、また販売実習、マーケティングの重要性
など、それぞれの⽴場や経験に基づき、「起業探究」
の内容を深めていった。 

 
③カリキュラム開発等専⾨家との協議 
2 年間のカリキュラムの元ができたので、カリキュラム開発等専⾨家と協議。「⾢南町らしさとして、A
級グルメ施策を体感するのはどうか」など具体的なアドバイスをもらい、本校の産業技術科という特徴
を⽣かすために、普通科であっても「6次産業」を学ぶことができるなどの内容へ変更した。 
 
④年間予定の⽴案と内容の修正 
総合的な探究の時間との兼ね合い（学校設定教科は選択教科であるため、選択者と⾮選択者に分かれ
る）や、年間計画との調整により、内容の微調整を⾏なった。 
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３．起業探究グランドデザイン 
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イベント報告 

１．普通科課題解決型学習発表会 
○⽇ 時 令和２年 12 ⽉ 22 ⽇（⽕）13:20-16:10 
○会 場 ⽮上交流センター（オンラインにて視聴可能） 
○講 師 島根⼤学教育学部 作野広和教授（カリキュラム開発等専⾨家） 
○参加者 普通科１年（60名）、普通科２年（42名）、教職員（６名）オンライン参加（10名） 
○⽇ 程 
 13:20 概要説明 
 13:30-14:30 前半４チーム発表（各チーム 10 分発表＋5 分質疑） 
 14:40-15:40 後半４チーム発表（各チーム 10 分発表＋5 分質疑） 
 15:50-16:00 全体講評 島根⼤学教育学部 作野広和教授 
 16:00-16:10 結果発表等 
○発表タイトル 
 ・本来の⾃然を取り戻そう 
 ・⽇貫×⾢南ドリームプロジェクト 
 ・バリアフリーを⽬指して 
 ・空き家を使って物々交換！ 
 ・おいでよ ⾹⽊の森公園 
 ・洗⼼庭を魅⼒的にしよう 
 ・出⽻の魅⼒を再発⾒するために 
 ・恩⾷万命 〜フードロス削減への第 1 歩〜 
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２．未来フォーラム 
○⽇ 時 令和３年１⽉ 27 ⽇（⽔）9:00-11:45 
○会 場 ⾢南町健康センター元気館（オンラインにて視聴可能） 
○講 師 ⾢南町⻑ ⽯橋良治／⽇本総合研究所 藻⾕浩介 
○参加者 普通科１年（60名）、普通科２年（42名）、普通科３年１組（33名）、 

産業技術科１〜3 年（86 名）、教職員（30名）、オンライン参加（15名） 
○⽇ 程 
8:45-9:00  オンライン接続 
9:00-9:10  開会式 
9:10-10:00  ３チーム発表 （＊各チーム 15 分発表等） 

10:10-10:40 ２チーム発表 （＊各チーム 15 分発表等） 
11:00-11:20 講評 ⾢南町⻑ ⽯橋良治⽒ 
11:20-11:40 講評 ⽇本総合研究所 藻⾕浩介⽒（＊オンライン） 
11:40-11:45 結果発表、閉会式 

○発表タイトル 
・バリアフリーを⽬指して（普通科） 
・空き家を使って物々交換（普通科） 
・恩⾷万命〜フードロス削減への第 1 歩〜（普通科） 
・GAP〜活⽤できる場所を作ろう〜（産業技術科） 
・第 12回全国和⽜能⼒共進会を⽬指して（産業技術科） 
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３．探究学習シンポジウム 
○⽇ 時 令和３年２⽉ 20 ⽇（⼟） 10:00〜12:30 
○会 場 ⽮上⾼校（オンライン） 
○参加者 ⾏政関係者[教育委員会／⾃治体／コンソーシアム]：８名 
     学校関係者[⼩学校／中学校／⾼校／⼤学／⼤学⽣]：４名 
     教育関係者（研究所等）：４名 
     地域住⺠：５名（組） 
○⽇ 程 

9:30 受付 
10:00-10:05 開会式 
10:05-10:35 《基調講演》“探究学習の意義” 

独⽴⾏政法⼈教職員⽀援機構センター⻑ 清國祐⼆ ⽒ 
10:35-10:45 《事業報告》”しまね教育魅⼒化ビジョンにおける探究学習の位置付け” 

島根県教育委員会 
10:45-11:10 《事業報告》“おおなん協育プロジェクトについて” 

島根県⽴⽮上⾼等学校 
11:20-12:00 《座談会》話者、参加者同⼠が繋がり、困っていることや不安なことなどを共有し、 

解決策について考える。 
12:00-12:25 《振り返り》座談会の内容を共有し、参加者全体で学びを深める 
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○本校の報告内容 
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○シンポジウムの満⾜度 

 

○座談会の満⾜度 

 
 
○シンポジウムに参加してよかった（学ぶことができた）と思うことはどのようなことでしたか。 
・清國先⽣、⾺庭指導主事の話であらためて探究学習の位置づけを確認できた。⽮上⾼校の振り返り
の中で、経営資源別に課題や対応を考えるという視点が参考になった。 
・探究学習の意義や可能性について改めて考えることができた 
・現場の課題感がよくわかったですし、新たな視点（部活動×探究等）も学べました 
・清國先⽣と考えが共有出来たと思う 
・探究学習を運営していく上で、様々な重要な点を確認し、学ぶことができて、良かったです。 
・校⻑先⽣以下、しっかり取り組みたいという覚悟が⾒られたことでしょうか。とてもすがすがしい気持
ちになりました。期待しています。 
・私は義務籍の教員ですので、⾼等学校の探究活動の様⼦を知ることができたことが良かったです 
・座談会で働き⽅改⾰についての視点をいただいたこと 

 
○本シンポジウムや学校での探究学習についての感想等を教えてください。 
・各学校での探究学習は進展し続けていて、今回のように⽣徒の発表を共有した上で、それを進める
⼤⼈視点での振り返りを共有する場の意義は⼤きいと感じた。座談会に参加出来ず残念だったが、こ
の様な機会をつくっていただき、ありがとうございました。 
・1 年間お疲れ様でした。2 年⽬の取組も注⽬しています。 
・学⽣の⾃ら探究課題を⾒つけるのは難しいと思う。⾢南町には地区別戦略を⾏っている、これをこ
うした⽅がいい。学校に各地区から地区別戦略の課題⽬標を発表する場を設ける（各地区から来てい

0% 11%
0%

45%

44%

本シンポジウムの満⾜度を教えてください

不満⾜
やや不満
普通
やや満⾜
満⾜

0%0% 12%

50%

38%

座談会の満⾜度を教えてください

不満⾜
やや不満
普通
やや満⾜
満⾜
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ただく＝地域とのかかわりが深くなる＝地域の理解も深まる。）。後フォローも⼤切。清国先⽣も⾔わ
れていたが、プロモーションビデオを成果物として作らせる＝学⽣にも⼒が⼊る。 
・素適な機会をありがとうございました！ 
・探究学習の意図が分かり、シンポジウムに参加して良かったです 
・今回、時間の観点でもいろいろお話がされていましたが、発表の中にもあったように、どれだけ教
員が⼿放せて⾏うことができるかということや教科や部活動など中で総探の時間以外で探究的に学ぶ
体制をつくれるかということが重要だと感じました。また、⽣徒さんの発表の動画をみて、⾃分たち
の⾝の回りのことをテーマにし、実践的に活動し、データを取りながら研究を進めている姿はとても
主体的で、今後にもつながっていくような活動で魅⼒的でした。探究学習について理解を深めるよい
機会となりました。ありがとうございました。 
・そうは⾔っても、ふるさと教育と⾼校魅⼒化に齟齬が⽣じないよう、また地域の持続可能性に寄与
するよう、探究の時間が成⽴すればよいと思います。 
・本⽇は、探究学習シンポジウムとして、貴重な時間を提供頂きありがとうございました。座談会で
も話しましたが、私が⽮上⾼校さんを知ったのは 2 か⽉前です。選抜の中国地区候補になり、⽮上⾼
校さんの野球部の活躍、学校全体の探求学習をはじめとする取組を知り興味を持った次第です。地域
との関わりの中で探究学習は、学び深めていくものと思います。その⼟台としての家庭科や公⺠科な
どの各教科との連携等、カリキュラム・マネジメントの⼯夫がとても参考になりました。今後、益々
の⽮上⾼校さんのご発展を願い、本シンポジウムの感想と致します。ありがとうございました。 
・地域活性化に向けた活動を⾼校⽣がされており、課題解決ができる資質・能⼒を育てられようとし
ていることがよく分かりました。 

 
 
 
 
 
 
  



 - 47 - 

 
実施体制報告 

１．運営指導員会 
【第 1回運営指導員会】 
○⽇ 時 令和２年７⽉ 22 ⽇（⽔） 16:00〜17:00 
○会 場 ⽮上⾼校（オンライン） 
○参加者 清國 祐⼆（独⽴⾏政法⼈教職員⽀援機構つくば中央研修センターセンター⻑） 
  ⾺庭 寿美代（島根県教育委員会教育指導課企画幹） 
  ⽇⾼ 輝和（⾢南町副町⻑） 
  志波 英樹（⽮上⾼校校⻑） 
     奈良井 瑞恵（⽮上⾼校教頭） 
     ⽯原 寛治（⽮上⾼校主幹教諭） 
     ⽥村 成⽣（⾢南町地域みらい課） 
     ⼩林 圭介（⽮上⾼校魅⼒化コーディネーター） 
○内 容 
（１）本事業概要 
（２）令和２年度事業計画について 
（３）協議等（質疑応答・意⾒交換） 
 
【第２回運営指導員会】 
○⽇ 時 令和３年２⽉ 20 ⽇（⼟） 13:00〜14:30 
○会 場 ⽮上⾼校（オンライン） 
○参加者 清國 祐⼆（独⽴⾏政法⼈教職員⽀援機構つくば中央研修センターセンター⻑） 
  ⾺庭 寿美代（島根県教育委員会教育指導課企画幹） 
  ⽇⾼ 輝和（⾢南町副町⻑） 
  志波 英樹（⽮上⾼校校⻑） 
     奈良井 瑞恵（⽮上⾼校教頭） 
     ⽯原 寛治（⽮上⾼校主幹教諭） 
     ⽥村 成⽣（⾢南町地域みらい課） 
     ⼩林 圭介（⽮上⾼校魅⼒化コーディネーター） 
○内 容 
（１）令和２年度事業報告 
（２）振り返り（成果と課題）、次年度計画について 
（３）協議等（質疑応答・意⾒交換） 
（４）その他 
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２．コンソーシアム総会 
○⽇ 時 令和２年９⽉ 30 ⽇（⽔） 15:30〜16:30 
○会 場 ⽮上⾼校 
○参加者 ⽥村 哲（⾢南町地域みらい課） 
  名⽬良 明利（島根県教育委員会教育指導課指導主事） 
  湯浅 康平（⾢南町教育委員会学校教育課） 
   佐々⽊ 千尋（島根県⽴⽯⾒養護学校） 
  河鰭 正信（⽮上⾼校地域応援団） 
  志波 英樹（⽮上⾼校校⻑） 
     奈良井 瑞恵（⽮上⾼校教頭） 
     ⽯原 寛治（⽮上⾼校主幹教諭） 
     ⽥村 成⽣（⾢南町地域みらい課） 
     ⼩林 圭介（⽮上⾼校魅⼒化コーディネーター） 
○内 容 
（１）コンソーシアム規約 
（２）令和２年度事業計画 
（３）令和２年度中間活動報告 
（４）その他 
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取り組み成果と次年度に向けて 

１．取り組み成果 

指標 項目 目標 結果 

成果⽬標 
（⾼校魅⼒化 

評価システム） 

＊7 ⽉実施 

“地域の課題の解決⽅法について考える”⽣徒の割合 55% 60% 

“将来、⾃分のいま住んでいる地域で働きたいと思う” ⽣徒の割合 45% 54.7% 

“地域社会などでボランティア活動に参加した” ⽣徒の割合 40% 47.7% 

⾼校の 
活動指標 
＊３⽉時点 

研究授業等の回数 6回 2回 

普及・促進のためのワークショップやシンポジウムの開催回数 2回 1回 

協育プログラム教材の制作及びその公開単元数 4 本 8本 

地域の 
活動指標 
＊３⽉時点 

地域による授業の実施回数（地域でのフィールドワークなど含む） 8回 8回 

運営指導員会やカリキュラム開発、 
コンソーシアム構築・運営のための会議回数 

9回 7回 

⽣徒の変容については、３⽉末に島根県の「⾼校魅⼒化評価システム」を実施し、再度確認する。⾼校
及び地域の活動は、新型コロナウイルス感染症蔓延防⽌のため、不要不急の活動を⾃粛し、変更を⾏っ
た（６ページ参照）。次年度、新型コロナウイルス感染症蔓延情況によって、変更も余儀なくされる
が、オンラインツールや少⼈数での⾏動など⼯夫したい。 
 
２．⽣徒へのアンケート結果 
○探究学習の活動（5 ⽉〜12 ⽉）を通じて、どのような⼒が⾝についたと思いますか 
（⽣徒の意⾒を抜粋） 
⾝についたと思う⼒ 発揮された場⾯ 
実⾏⼒ 地域に⾏って問題を⾒つけたりそれを解決したりする時 
働きかけ⼒ 先⽣を巻き込みながら、アンケートを取っていただいたり、沢⼭協⼒をして

いただいて、活動を成功させることが出来ました。 
主体性 掃除や運営、レポートやスライドをまとめている場⾯で鍛えられたと思いま

した。 
主体性・実⾏⼒ 企画を⾏う際や役場へ、フィールドワークへ出向いた際に発揮できた。 
計画⼒・想像⼒ 班のメンバーと今後の計画を練ったり、アイデアを出し合った際はこの⼆つの

⼒が求められた。 
状況把握⼒ 班⻑だったので、何度も判断を下す場⾯があり常に必要とされたと思う。 
規律性 役場と看板を使ってタイアップを試みた際 
実⾏⼒ 私のチームは丸太で椅⼦を作ったり写真展⽰会をしたり、課題解決のために⾏

動出来ました。 



 - 50 - 

発信⼒ 地域の⽅と話す場⾯でアイデアを出し合う時 
想像⼒ 今までになかった 0円ショップというものを⼀から作っていく時に想像⼒が鍛

えられた 
想像⼒、主体性 パワーポイントを作るときに発揮されたと思う 
課題発⾒⼒ アンケート実施、集計、傾向分析 
⽣徒の中には、「⾃分がこんなことできるなんて思わなかった」「やってよかった」と感想を漏らす⽣徒
もおり、主体性等のみならず、⾃尊感情の醸成にもつながるであろう。 
 
 
２．次年度に向けて 
○総合的な探究の時間 

「実践（アクション）」を重視し、土日に実施する生徒の姿が見られた。しかし放課後の利用など、授業時間

以外の時間での実施が大きい。部活動への影響も大きかったのではないか（逆に部活動を実施していない生徒

が多いところは実践が盛んに行われている傾向がある）。次年度は、「実践」以外の教育活動は授業時間内に

納める。特に部活動への支障をきたさないよう、「フィールドワーク（2~4時間×２回）」や「実践アイディ

ア作り（2時間）」など時間のかかるものは、予め確定させる。また、伴走者の関与具合によってもアウトプ

ットに差が生じうることがわかった。地域の人材を「協育パートナー」として認定し、生徒の伴走をお願いし

たい。 

 

○教科横断型カリキュラム 

教科を横断するにあたって、各学期での評価（どの教科で評価するのか）が課題となっている。年度途中から

教科横断となっていたため、次年度計画を立てる際に単元計画を調整し、教科横断の予定を調整する。 

 

○学校設定教科「起業探究」 

今年度は、教材開発を行なった。総合的な探究の時間で活用できる内容であるため、相互の連携を図り、内容

の充実を図る。ただし、学校設定教科「起業探究」の選択者と非選択者で差が生じないような工夫を心がける。 

また、フィールドワーク等はあらかじめ予定を立てておく。 
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新聞等掲載 

 
《新聞記事》 

⽇付 出所 記事タイトル 

2020.05.21（⽊） 中國新聞 ⾢南の⽮上⾼ 指定校に 

2020.06.05（⾦） ⼭陰中央新報 ⽮上⾼⽣ 地域課題挑む 

2020.07.22（⽔） ⼭陰中央新報 30 年後の⾷事 想像して ⾢南・⽮上⾼⽣⾷糧危機問題考える 

2020.07.25（⼟） ⼭陰中央新報 ⽯⾒和⽜⼀頭分間隔あけよう 

2020.08.02（⽇） 中國新聞 ⼈との距離は和⽜１頭 

2020.12.23（⽔） ⼭陰中央新報 フードロス減らせた ⽮上⾼ ⾝近な課題解決策探る 

2021.01.28（⽊） 中國新聞 ⾢南町の課題解決 ⽮上⾼⽣発表会 

2021.02.11（⽊） ⼭陰中央新報 ⾢南での暮らし考えて U・Iターン者 ⽮上⾼⽣に魅⼒語る 

 
《テレビ報道》 

放送期間 放送区域 番組タイトル 

2021.01〜2021.02 島根県全県下 地域とともに未来を描く！〜⾼校⽣の地域課題解決型学習〜 

 

 

 
2020.06.05（⾦）⼭陰中央新報 
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2020.05.21（⽊）中國新聞 
 

 
2020.07.22（⽔）⼭陰中央新報 

 

2020.07.25（⼟）⼭陰中央新報 

 
2020.08.02（⽇）中國新聞 

 
2021.01.28（⽊）中國新聞 

 

 
2020.12.23（⽔）⼭陰中央新報 
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2021.02.11（⽊）⼭陰中央新報 
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